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　＜問い合わせ先＞
　　　日本政策金融公庫　総合研究所
　　　小企業研究第一グループ
　　　TEL　03-3270-1687
  　　担当　桑本、青山

(※)開業動機として「趣味や特技を生かしたかった」と回答した新規開業企業

趣味起業家　の実態と課題

～「2018年度新規開業実態調査（特別調査）」結果から～

（※） 



Ⅰ　調査目的と実施要領等

１　調査目的

２　実施要領

 （１）調査時点 2018年7月

 （２）調査対象 日本政策金融公庫国民生活事業が2017年4月から同年9月にかけて融資した企業のうち、融資時点で開業後4年以内の
企業（開業前の企業も含む）10,642社

 （３）調査方法 調査票の送付・回収ともに郵送、アンケートは無記名

 （４）回 収 数 2,160社（回収率20.3％）
※開業動機について回答した企業のみを有効とした。

　開業率の向上が大きな政策課題となっていることから、新規開業企業の実態を把握することは重要である。このため日本政策金
融公庫総合研究所では、1991年度から毎年「新規開業実態調査」を実施し、開業時の年齢や開業費用など時系列で比較可能なデー
タ等を蓄積すると同時に、さまざまなテーマで分析を行ってきた。
　調査では開業動機についても尋ねており、今回はそのなかで「趣味や特技を生かしたかった」と回答した企業を「趣味起業家」
として、それ以外の新規開業企業と比較する方法で分析する。趣味起業家の割合は10％に満たず、これまで当調査では詳細な分析
を行っていなかったが、副業やフリーランスなど起業のかたちの多様化に伴い、開業の目的として、収入の増加や家計の維持より
も、趣味や特技を生かして自己実現を図ること自体を重視する企業も増えることが予想される。今後の起業動向を把握するととも
に、起業支援を考えるうえでの材料にしたい。

 開業率の向上が大きな政策課題となっていることから、新規開業企業の実態を把握することは重要である。このため日本政策金融

公庫総合研究所では、1991年度から毎年「新規開業実態調査」を実施し、開業時の年齢や開業費用など時系列で比較可能なデータ等

を蓄積すると同時に、さまざまなテーマで分析を行ってきた。 

 調査では開業動機についても尋ねており、今回はそのなかで「趣味や特技を生かしたかった」と回答した企業を「趣味起業家」と

呼び、それ以外の新規開業企業と比較する方法で分析する。趣味起業家の割合は10％に満たず、これまで詳細な分析を行っていな

かった。しかし、フリーランスや勤務しながらの開業など起業のかたちの多様化に伴い、開業の目的として、収入の増加や家計の維

持よりも、趣味や特技を生かして自己実現を図ること自体を重視する企業も増えることが予想される。今後の起業動向を把握すると

ともに、起業支援のあり方を考えるうえでの材料にしたい。 
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３　分析対象と比較対象

＜参考＞　開業動機（三つまでの複数回答）

資料：日本政策金融公庫総合研究所「新規開業実態調査（特別調査）」

（注）１　構成比は小数第2位を四捨五入して表記しているため、その合計が100％にならない場合がある（以下同じ）。

　　　２　開業動機について回答した企業のみを集計対象としている（以下同じ）。

○ 分析対象：開業動機に「趣味や特技を生かしたかった」を選択した新規開業企業  

       …「趣味起業家」 

 

○ 比較対象：開業動機に「趣味や特技を生かしたかった」を選択しなかった新規開業企業 

       …「趣味起業家以外」 
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Ⅱ　調査結果
１ 趣味起業家の属性
 ～従業者規模は相対的に小さい～

表　業種構成 図－１　開業時と調査時点の従業者数
（単位：％）

図－２　主な販売先・顧客

資料：日本政策金融公庫総合研究所「2018年度新規開業実態調査（特別調査）」

　　　（以下同じ）

1.3 3.7

 製造業

 建設業 10.24.5

3.2 3.7

　○　開業業種は、「飲食店・宿泊業」（27.9％）、「サービス業」（21.4％）、「小売業」（20.8％）の順に多い（表）。そのうち、
　　「飲食店・宿泊業」「小売業」の割合は、趣味起業家以外と比べて高い。
　○　従業者数は、開業時、調査時点ともに「1人」が最も多く、その割合は趣味起業家以外と比べて高い（図－1）。平均従業者数は、開
　　業時（2.7人）、調査時点（3.4人）ともに趣味起業家以外と比べて少ない。
　○　主な販売先・顧客は、「一般消費者」が84.9％を占め、その割合は趣味起業家以外（65.6％）よりも高い（図－2）。
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 ～女性や主たる家計維持者ではない人の開業が多い～

図－３　開業時の年齢 図－５　現在の事業に関連する仕事をした経験

図－４　性　別 図－６　主たる家計維持者か

　○　開業時の年齢は、40歳代が33.1％と最も多い。趣味起業家以外と比べると、29歳以下（13.0％）と60歳以上（9.1％）の割合が高く
　　なっている（図－3）。
　○　開業者に占める女性の割合は、28.6％と趣味起業家以外（18.3％）に比べて高い（図－4）。
　○　現在の事業に関連する仕事をした経験が「ある」割合は、65.6％と趣味起業家以外（82.6％）よりも低い（図－5）。
　○　「主たる家計維持者である」割合は、78.8％と趣味起業家以外（84.8％）と比べて低い（図－6）。
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２ 趣味起業家の働き方
 ～約4分の1が勤務しながら開業～

図－７　開業時の勤務状況 図－９　現在の事業のほかに就いている職業（複数回答）

図－８　勤務を辞めてから開業した人の直前の職業

（注）１　「非正社員」は「パートタイマー・アルバイト」「派遣社員・契約社員」の合計。 （注）図－7の回答に関わらず、全員に尋ねている。

　　　２　「その他」には「専業主婦・主夫」「学生」が含まれる。

　○　「勤務を辞めてから事業を立ち上げた」割合は73.6％となった（図－7）。現在あるいは開業時に勤務者であった割合は、26.4％と
　　趣味起業家以外（20.0％）と比べて高い。
　○　「勤務を辞めてから事業を立ち上げた」人の直前の職業は、「正社員（管理職）」が36.7％と最も多い（図－8）。
　○　現在の事業のほかに就いている職業が「ない」割合は66.4％と最も多いが、趣味起業家以外（72.2％）と比べると少ない（図－9）。
　　一方、「パートタイマー・アルバイト」（11.2％）や「主婦・主夫」（7.5％）などは、趣味起業家以外を上回っている。
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 ～半数以上が事業以外からも定期的な収入を得ている～

図－10　事業からの経営者本人の収入 図－11　主な事業所までの通勤時間（片道）

 ①　経営者本人の定期的な収入に占める割合

図－12　1週間当たりの労働時間
 ②　世帯の収入に占める割合

（注）1時間未満の端数については切り上げて尋ねている。

　○　事業からの経営者本人の収入が経営者本人の定期的な収入に占める割合は、「100％（他の収入はない）」が46.9％と最も多いが、
　　趣味起業家以外（52.6％）に比べると低い水準である（図－10①）。「25％未満」は31.7％と2番目に多く、趣味起業家以外（21.6％）
　　と比べて高い水準となっている。世帯の収入に占める割合は、「25％未満」が38.4％と最も多い（同②）。
　○　主な事業所までの通勤時間が「15分未満」の割合は、66.2％と趣味起業家以外（57.5％）よりも高い（図－11）。
　○　1週間当たりの労働時間は、「50時間以上」が59.3％と最も多く、趣味起業家以外（54.7％）と比べて多い（図－12）。
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３ 開業の経緯と開業後の取り組み
 ～開業動機が「収入を増やしたかった」人は少ない～

図－13　趣味起業家の開業動機（「趣味や特技を生かしたかった」を除く二つまでの複数回答）

（注）１　趣味起業家については、三つまでの複数回答で尋ねた開業動機のうち「趣味や特技を生かしたかった」を除いた二つの回答で集計。

　　　２　趣味起業家以外の開業動機は、三つまでの複数回答のすべてについて集計しているため、趣味起業家と比べて全体的に割合が高くなっている。

　○　開業動機（「趣味や特技を生かしたかった」を除く二つまでの複数回答）は、「自由に仕事がしたかった」が40.3％と最も多く、次
　　いで「仕事の経験・知識や資格を生かしたかった」と「自分の技術やアイデアを事業化したかった」が37.0％となっている（図－
　　13）。「収入を増やしたかった」（16.9％）は5番目と、趣味起業家以外（3番目）と比べて順位が低い。
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 ～約8割の開業準備期間が「1年未満」～

図－14　現在の事業に決めた理由 図－15　開業準備期間

（注）開業準備期間は、事業の開始年月から具体的な開業準備の開始年月を引いた期間。

図－16　開業計画書の作成

（注）開業計画書の評価については、「どなたかに評価してもらいましたか」と尋ねている。

　○　現在の事業に決めた理由は、「趣味や特技を生かせるから」が27.8％と最も多く、次いで「これまでの仕事の経験や技能を生かせる
　　から」（24.3％）、「身につけた資格や知識を生かせるから」（19.4％）の順となっている（図－14）。趣味起業家以外と比べると、
　　「趣味や特技を生かせるから」のほか、「新しい事業のアイデアやヒントを見つけたから」の割合が高い。
　○　開業準備期間は、「1年未満」が74.1％を占める。平均は、12.7カ月と趣味起業家以外（9.3カ月）と比べて長い（図－15）。
　○　開業計画書を作成した割合は、86.5％と趣味起業家以外（80.6％）よりも高い（図－16）。
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 ～開業に必要な技術やノウハウを「勤務経験を通じて身につけた」人が半数～

図－17　開業を念頭において、技術やノウハウを身につけるために事前に行ったこと（複数回答）

　○　開業に必要な技術やノウハウを「勤務経験を通じて身につけた」割合は、50.0％と最も多いものの、趣味起業家以外（71.0％）を
　　20％ポイント以上下回る（図－17）。次いで「関連書籍等を使って自学自習した」が32.5％、「同業者と意見交換を行った」が29.2％
　　の順となっている。趣味起業家以外と比べると、「同業者を巡り研究した」（26.6％）や「習い事を通じて身につけた」（12.3％）な
　　どの割合が高い。
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 ～「顧客・販路の開拓」や「資金繰り、資金調達」に苦労～

図－18　開業時に苦労したことと、現在苦労していること（三つまでの複数回答）

①　開業時に苦労したこと  ②　現在苦労していること
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　○　開業時に苦労したこととして、「顧客・販路の開拓」（49.3％）や「資金繰り、資金調達」（37.3％）を挙げる企業の割合が高い
　　（図－18①）。現在苦労していることをみても、この二つの回答は割合が高い（同②）。
　○　趣味起業家以外と比べると、開業時、現在ともに「商品・サービスの企画・開発」や「経営の相談ができる相手がいないこと」「業
　　界に関する知識の不足」などの割合が高い。
　○　開業時と現在を比べると、「従業員の確保」や「家事や育児、介護等との両立」などの割合が増加している。
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 ～約6割が「法律・会計の知識の習得」についてのアドバイスを希望～

図－19　経営に関する外部からのアドバイス

①　開業準備段階から現在までに「受けた」割合  ②　今後5年間に「受けたい」割合

（注）１　①は、各アドバイスについて「受ける必要がなかった」「受けたかったが受けられなかった」「受けた」から択一で回答を求め、「受けた」と回答した企業割合を示したもの。

　　　２　②は、各アドバイスについて「受けたいとは思わない」「どちらともいえない」「受けたい」から択一で回答を求め、「受けたい」と回答した企業割合を示したもの。

　○　開業準備段階から現在までに「受けた」アドバイスは、「資金調達の方法（借り入れ自体を除く）」が47.4％と最も多い（図－19
　　　①）。「法律・会計の知識の習得」は、36.9％と2番目に多く、今後5年間に「受けたい」アドバイスでは、58.8％とさらに増加してい
　　る（同②）。
　○　趣味起業家以外と比べると、「仕入先・外注先の確保」の割合がいずれでも高くなっている。

47.4 

36.9 

28.7 

27.3 

20.2 

26.9 

17.8 

6.9 

23.8 

49.9 

44.6 

31.8 

26.9 

24.8 

24.5 

19.3 

12.8 

26.0 

0102030405060
（％） 

趣味起業家以外 

趣味起業家 

商品・サービスの提供に必要な 
知 識 ・ 技 術 ・ 資 格 の 習 得 

法 律 ・ 会 計 の 知 識 の 習 得 

市場・事業所立地の調査・検討 

販 売 先 ・ 顧 客 の 確 保 

仕 入 先 ・ 外 注 先 の 確 保 

資 金 調 達 の 方 法 
（ 借 り 入 れ 自 体 を 除 く ） 

従 業 員 の 確 保 

総 合 的 な マ ネ ジ メ ン ト 

商 品 ・ サ ー ビ ス の 
企 画 ・ 開 発 

41.1 

58.8 

36.9 

30.6 

37.1 

30.1 

25.6 

24.2 

39.7 

47.4 

58.0 

36.3 

31.8 

43.0 

25.1 

28.2 

31.9 

44.3 

0 10 20 30 40 50 60
（％） 

趣味起業家以外 
趣味起業家 

11



４　開業後のパフォーマンス
 ～6割以上の月商が「100万円未満」～

図－20　現在の月商（1カ月当たりの売上高） 図－22　現在の採算状況

図－21　目標月商達成率 図－23　同業他社と比べた現在の業況

（注）目標月商達成率＝（調査時点の平均月商÷開業前に目標とした月商）×100

　○　現在の月商が「100万円未満」の割合は、64.2％と趣味起業家以外（37.5％）に比べてかなり高い（図－20）。
　○　開業前に目標とした月商を達成している割合は、30.1％と趣味起業家以外（44.1％）よりも低い（図－21）。
　○　現在の採算が「黒字」の割合は53.4％、「赤字」は46.6％となった（図－22）。黒字の割合は、趣味起業家以外（62.6％）と比べて
　　低い。
　○　同業他社と比べた現在の業況が「良い」割合は、51.1％と趣味起業家以外（54.5％）と比べてやや低い（図－23）。
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 ～事業を承継していきたいと考えている割合は2割を下回る～

図－24　現在の満足度 図－25　将来の生活に対する不安

図－26　事業の継続

　○　開業に対する総合的な満足度について「かなり満足」と回答した企業割合は24.0％、「やや満足」は42.7％となった（図－24）。
　　仕事のやりがいについて「かなり満足」と回答した企業割合は、42.0％と趣味起業家以外（32.5％）と比べて高い。
　○　将来の生活に対して不安を「感じている」割合は、半数以上である(図－25）。他方で、不安を「感じていない」割合は、27.7％と
　　趣味起業家以外（22.9％）よりも高い。
　○　現在の事業を「自分で続けられる間は続けたい」と回答した企業割合は7割以上となった（図－26）。一方、「承継したい」割合は、
　　18.8％と趣味起業家以外（28.8％）と比べて低い。

15.2 

15.5 

40.1 

39.9 

21.8 

16.9 

16.1 

20.9 

6.8 

6.8 

趣味起業家以外 

    (n=1,971) 

趣味起業家 

   (n=148) 

大きな 
不安を 
感じている 

（単位：％） 

不安を 
感じている 

どちらとも 
いえない 

あまり不安を 
感じていない 

ほとんど不安を感じていない 

感じていない：27.7％ 

22.9％ 

感じている：55.4 

55.3 

8.4 

5.4 

20.4 

13.4 

57.4 

72.5 

13.8 

8.7 

趣味起業家以外 

    (n=1,966) 

趣味起業家 

   (n=149) 

家業として承継していきたい 
（単位：％） 

家族以外に承継を希望する人が 
いれば、いずれ引き継ぎたい 

自分で続けられる間は続けたい 

継続には 
こだわらない 

承継したい：18.8 

14.2 

13.3 

15.3 

20.7 

32.5 

42.0 

4.1 

2.7 

24.7 

24.0 

28.3 

32.0 

27.2 

29.3 

46.6 

42.7 

19.4 

14.9 

43.3 

42.7 

30.8 

30.0 

35.5 

28.7 

14.9 

7.3 

26.9 

30.4 

20.8 

23.3 

19.0 

18.0 

15.7 

16.7 

4.7 

6.7 

23.9 

20.9 

7.9 

8.0 

7.8 

6.7 

6.4 

4.7 

1.3 

1.3 

25.6 

31.1 

3.3 

2.0 

趣味起業家以外 

    (n=1,970) 

趣味起業家 

   (n=150) 

趣味起業家以外 

    (n=1,968) 

趣味起業家 

   (n=150) 

趣味起業家以外 

    (n=1,962) 

趣味起業家 

   (n=150) 

趣味起業家以外 

    (n=1,965) 

趣味起業家 

   (n=148) 

趣味起業家以外 

    (n=1,967) 

趣味起業家 

   (n=150) 

（単位：％） 

かなり満足 やや満足 どちらともいえない 

やや不満 かなり 
不満 

＜事業からの収入＞ 

＜仕事のやりがい＞ 

＜働く時間の長さ＞ 

＜ワークライフバランス＞ 

＜総合的な満足度＞ 

28.8 

13



Ⅲ　まとめ　

 ～趣味起業家について～

○ 開業動機に「趣味や特技を生かしたかった」を選択した企業（「趣味起業家」）の割合は7.1％（pp.2-3）

　業種は、「飲食店・宿泊業」が27.9％と最も多く、次いで「サービス業」（21.4％）、「小売業」（20.8％）の順となっている（表）。
「飲食店・宿泊業」「小売業」の割合は、趣味起業家以外に比べて高い。主な販売先・顧客は、「一般消費者」の割合が84.9％と趣味起業
家以外（65.6％）と比べて高い（図－2）。

○ 従業者規模は相対的に小さい（p.3）

　平均従業者数は、開業時で2.7人、調査時点で3.4人となっており、趣味起業家以外（開業時：3.5人、調査時点：5.1人）と比べて少ない
（図－1）。

○ 女性の割合が相対的に高く、現在の事業に関連する仕事をした経験は相対的に少ない（p.4）

　趣味起業家は女性の割合が28.6％と、趣味起業家以外（18.3％）に比べて高い（図－4）。また、現在の事業に関連する仕事をした経験
が「ある」割合は、65.6％と趣味起業家以外（82.6％）よりも低い（図－5）。

○ 半数以上が事業以外からも定期的な収入を得ている（pp.4-6）

　趣味起業家の21.2％が「主たる家計維持者ではない」と回答しており、趣味起業家以外の15.2％を上回る（図－6）。また、勤務を続け
ながら起業した割合は26.4％で（図－7）、事業以外から定期的な収入を得ている割合も53.1％に上る（図－10①）。さらに、4割近い企業
が、事業からの経営者本人の収入が世帯の収入に占める割合が「25％未満」と回答している（図－10②）。

○ 「収入を増やしたかった」から開業した人は少ない（p.7）

　「趣味や特技を生かしたかった」を除く開業動機をみると、「自由に仕事がしたかった」が40.3％と最も多く、「仕事の経験・知識や
資格を生かしたかった」（37.0％）と「自分の技術やアイデアを事業化したかった」（37.0％）が続いている（図－13）。「収入を増やし
たかった」は、趣味起業家以外では3番目に多い動機だが、趣味起業家では5番目（16.9％）と順位が低い。

○ 「顧客・販路の開拓」や「資金繰り、資金調達」に苦労（pp.10-11）

　開業時、現在ともに「顧客・販路の開拓」や「資金繰り、資金調達」に苦労している企業が多い（図－18）。趣味起業家以外と比べる
と「商品・サービスの企画・開発」や「経営の相談ができる相手がいないこと」「業界に関する知識の不足」などに苦労している割合が
高い。また、今後5年間に受けたいアドバイスは、「法律・会計の知識の習得」が最も多い（図－19）。

○ 開業後のパフォーマンスは低いが、満足度は遜色ない（pp.12-13）

  現在の月商が「100万円未満」の趣味起業家は、64.2％と趣味起業家以外（37.5％）を大きく上回り（図－20）、開業時の目標月商を達
成できていない割合も高い（図－21）。「赤字」企業の割合も46.6％となっている（図－22）。
　現在の満足度は、事業からの収入に関しては低いが、仕事のやりがいに関しては4割以上が「かなり満足」と回答しており、総合的にみ
ると趣味起業家以外と比べて遜色のない水準となっている。
　事業の継続については、7割以上が「自分で続けられる間は続けたい」と回答した一方、「承継したい」と回答した割合は18.8％と趣味
起業家以外（28.8％）に比べて低い（図－26）。

28.8 
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